
第２回 河川・海岸構造物の復旧における景観検討会 

資料３ 

平成２３年９月２１日（水） 

国土交通省共用２Ｂ会議室 

景観配慮方法の検討（案） 

※本資料は、施設復旧に当たって活用可能な景観面での配慮事項、配慮方法を分かりやすく示すことを目的に、被災した地域に典型的に存在する地形や背

後地利用等をもとに６つのケーススタディ地区を設定し、それぞれの地区の条件に即した具体的な景観配慮の事例を作成したものである。 
したがって、個々の地区における事例は、実際の現場での復旧計画を示すものではない。 

 

① A 地区： 地形：リアス式海岸部／背後地：農地等／河口部：有（水門） ・・・･･････････････・・・・・・・・・・・   

【リアス式（短）＋前浜】 

② B 地区： 地形：リアス式海岸部／背後地：海岸林・海岸湖沼／河口部：有 ・・・･･･････････････････････   

【リアス式（長）＋前浜＋海岸林の連続／河川河口部】 

③ C 地区： 地形：離水海岸部／道路・市街地等／河口部：無 ・・・･･･････････････････････････・・・・・・・・・   

【前浜＋市街地】 

④ D 地区： 地形：離水海岸部／背後地：海岸林／河口部：無 ・・・････････････････････････････････・・・・・   

【前浜＋海岸林の連続】 

⑤ E 地区： 地形：離水海岸部／背後地：海岸林／河口部：有（水門） ・・・･･････････････････････････････   

【前浜＋海岸林の連続（内陸側に大きく侵食）／河川河口部（防潮水門残存）】 

⑥ F 地区： 地形：離水海岸部（砂嘴）／背後地：潟湖／河口部：無 ・・・･･･････････････・･・・･････････････   

【前浜（砂嘴）】 
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ケーススタディ地区における景観配慮の検討（案） 



 

地区 区 分 
検討対象 

施設 
景観配慮のポイント 検討パターン案 

主要な視点場 

①天端 ②海側 ③陸側 

A 地区 

地形：リアス式海岸部 

背後地：農地等 

河口部：有（水門） 

 

・海岸堤防 

・水門 

・山付き部における法線形設定の工夫 

・引堤による自然空間の確保 

・狭隘な地形における閉塞性の緩和 

・水門デザインへの配慮 

Ａ：原位置復旧＋水門 ● ● ● 

Ｂ：引堤＋水門 ● ● ● 

B 地区 

地形：リアス式海岸部 

背後地：海岸林・海岸湖沼 

河口部：有 

 

・海岸堤防 ・重要拠点（海浜公園）の景観形成 原位置復旧 ● ●  

Ｃ地区 

地形：離水海岸部 

背後地：道路・市街地等 

河口部：無 

 

・海岸堤防 

（道路） 
・道路・市街地との一体性の確保 

Ａ：原位置復旧 ● ● ● 

Ｂ：堤防と道路の一体整備 ● ● ● 

Ｄ地区 

地形：離水海岸部 

背後地：海岸林 

河口部：無 

 ・海岸堤防 
・連続する単調な海岸堤防への工夫 

・景観誘導の工夫 
Ａ：原位置復旧 ● ● ● 

Ｅ地区 

地形：離水海岸部 

背後地：海岸林 

河口部：有（水門） 

 

・海岸堤防 

・水門 

・引堤による自然空間の確保 

・引堤による海岸堤防の見えの軽減 

・海岸堤防と水門のすり付け部の工夫 

Ａ：原位置復旧＋水門 ● ●  

Ｂ：引堤＋水門 ● ●  

Ｆ地区 

地形：離水海岸部（砂嘴） 

背後地：潟湖 

河口部：無 

 

・海岸堤防 

（道路） 
・重要拠点（観光コース）の景観形成 

原位置復旧 

（堤防と道路の一体整備） 
● ●  

 
【景観配慮の方法】  ケーススタディ地区で検討する景観配慮の方法として、以下を想定する。 

・堤防位置・線形（地形等の観点から） 

・堤防の端部処理（天端、法肩等） 

・堤防の表面処理（表面材質感） 

・裏法尻等の覆土 

・堤防に縦断的な変化を持たせるための分節化 

・海岸林（松林等）、樹木等の活用 

・階段等の付帯施設における景観配慮 

・水門等の構造物における景観配慮 

・重要拠点としての景観配慮 

山 

山 

海岸 

山 
山

水門 



 

 
A-1

 
 

河川 

鉄道駅 

河川 

Ａ’ 

水門 

農地 水門 

宅地・農地 

Ａ 

中心市街地

海岸林(消失) 

山地 

低 
地 

山地 

海岸まで山がせまる 

Ａ地区：地形：リアス式海岸部／背後地：農地等／河口部：有（水門）  《地区の概要》 

・リアス式海岸では、三方を山で囲われた景観が特徴で、河口部における河川軸および海岸部が唯一開かれた空間

となる。 

・山地間に挟まれた「おぼれ谷」に市街地、農地が分布し、海側に向かって開放的な景観を形成する。 

・内陸部から海岸堤防の鉛直角が約1度以上となる範囲は約0.7kmであり、中心市街地から海岸堤防は目立たない。

・入り組んだ地形の岬（山）は海岸から見た景観資源となる。 

景観特性 

海岸堤防の景観検討範囲 

内陸部から見た海岸堤防の鉛直角が約１度以上

となる範囲（海岸から約０．７ｋｍ） 

中心市街地部から海岸部ま

で距離がある 

短い海岸の、ほぼ全域

を覆うように海岸堤

防を整備 

低密度の宅地に接して海岸

堤防が位置する区間 

地区特性 

背後の海岸林が消失した

ため、堤内地側から見て

海岸堤防が露出 

海岸堤防の背後に農地

があり広がりある景観

を形成 

臨海部は地盤沈下で

冠水（既存堤防や前浜

が消失） 

海岸形状は３分節さ

れ各区間は直線的 
突き出た岩礁 

凡例 

 

 

 

 

 

 

 

役所 

神社・仏閣 

鉄道駅舎 

主要道路 

地形による景観特性 

被災による景観変化 

施設の景観特性 

地形基盤と地域の成り立ち  

 

前浜 農地（水田等） 海岸林 丘陵地 山地 

・寺社は山麓の微高地に立地している。 

・三陸海岸地方の寺社には鯨の絵馬や鯨を祭

った石碑等が置かれる場合が多く、地域の海

との関わりの深さが伺える。 

・海岸砂州（前浜）は狭

く比較的勾配がある。 

・粗粒砂・礫が多く見ら

れる。 

・おぼれ谷の奥部にあった市街地

が海岸に向かって拡大し、低地部

に広い農地や住宅地が形成され

ている。 

寺社は海岸が見渡せる微高地
に立地し地域を守護 

前浜 

 A A’ 

開放的な
空間 

海岸堤防で守られ
造成された新田 

狭い敷地のおぼれ谷に 
形成された歴史的集落 

低地に進出して形成され
た新たな集落（市街地） 

リアス式海岸特有のおぼれ谷地形の空間構造 
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生態基盤 

被災前後の海岸線の変化 

Ａ地区：地形：リアス式海岸部／背後地：農地等／河口部：有（水門）  《地区の概要》 

地図（大正2年） 

・大正時代の地図では、現在よりもやや曲線的な海岸線である。現在と位置はほとんど変わらず、比較的狭い前浜である。 

・海岸堤防背後地の海岸林は、主にスギ・ヒノキ・サワラ林である。また、周辺山麓には、クリコナラ林が分布している。 

・被災後、海岸部は地盤沈下により冠水し、前浜や既存の海岸堤防、堤防背後のスギ・ヒノキ・サワラ林は消失している。 

植生図 

 被災前の海岸線 

被災後の海岸線 

地形・生態系特性 

岩礁の残存 

海岸林消失 

：被災前の海岸線 

被災後 

地形分類図 

昭和51年作成 

不安定帯 半安定帯 
植生基盤 

スギ・ヒノキ・サワラ林 
海浜植物群落は少ない

植生帯の最前線 

粗粒砂 
礫 

比較的勾配のある海岸帯 

水田 

被災前 

被災前の海岸堤防 

（被災により消失） 
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鉄道駅 

農地 水門

宅地・農地

海岸林(消失)

低
地

Ａ地区：地形：リアス式海岸部／背後地：農地等／河口部：有（水門）  《景観配慮のポイント》 

引堤による自然地形を生か

した景観の形成、自然空間

の確保 

陸側からの外部景観で海岸堤防が長区間に渡

って直線的に露出することへの配慮 

・背後の農地景観との調和 

・消失した海岸林の復元 等 

水門デザインへの配慮 

景観配慮のポイント 

山付き部とのすり付け

における景観対策 

集落に接して海岸堤防が位置

するため圧迫感の軽減に配慮 

山付き地形の活用 

山付き地形の活用 

漁港の堤防とのすり付け 

特徴的な岩礁の

保全に配慮 

凡例 

 

 

 

 

役所 

神社・仏閣 

鉄道駅舎 
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海岸堤防【想定する標準断面】 

Ａ地区：地形：リアス式海岸部／背後地：農地等／河口部：有（水門）  《検討条件と検討パターン》 

・高さT.P.=約10m、堤防敷W=約50m、

延長約900mの大規模な構造体を想定

・天端は4mを想定 

・法面勾配は表裏ともに1:2を想定 

・表裏法面はコンクリート構造 

検討条件 （施設構造） 

検討対象パターン 出典：土地利用方針図（案） 

まちづくり計画 

◆A パターン：原位置復旧＋水門 

前浜の創出の可能性 

◆B パターン：引堤＋水門 

被災により冠水 

 

約 175m 

約 550m 

約 150m 

アイストップとなる 

特徴的な岩礁の保全 

山付き地形の活用 
引堤し自然地形を活かした景観の創出 

３分節の直線的な形状 

被災により消失した海岸林 

被災により消失

した既存堤防 

引 堤 
前浜の創出の可能性 

前浜の形状により復元が期

待される海岸植生 

被災により冠水 

見えの高さの軽減

天端 = 4m 

約50m 

約10m 

T.P.=約10m 
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Ａ地区：地形：リアス式海岸部／背後地：農地等／河口部：有（水門）  《具体的な景観配慮例》 A パターン：原位置復旧＋水門 

③外部景観（海側）のイメージパース 

十分な前浜の

確保が困難 
水門デザイン

への配慮 

法尻部の覆土、背後地の嵩上げ

や植樹等の整備による人工的な

印象の軽減、農地景観との調和

天端の視点場として

の活用への配慮 

表面処理による人

工的な印象の軽減

①内部景観（堤防天端）のイメージパース ②外部景観（陸側）のイメージパース 
エッジが強調さ

れる端部の収ま

りへの配慮 

直線の人工的

な印象の軽減 

④鳥瞰イメージパース 

嵩上げ 

海岸林 

覆土 

コンクリート洗い出し処理等 整備イメージ（横断図） 

三陸駅 

浦浜川 

① 

③ 

視点場位置図 

約 175m 

約 550m 

約 150m

平面図 横断図 

④ 

② 

 特徴・評価 

視
覚
的
景
観 

・自然地形（山）の特性が活かされていない。 

・水平方向に長い直線形状により構造体の存在感

が強調され、人工的な印象を与える。 

・表面処理の工夫、覆土や植樹等により人工的な印

象、圧迫感の軽減が不可欠となる。 

・山付き部に見られる特徴的な岩礁等、原風景の確

保が課題となる。 

地
域
性 

・直線的な海岸堤防がリアス式海岸特有の湾曲した

地形となじみにくく、違和感がある。 

・新たな眺望視点として天端の利活用が期待できる

が、十分な前浜の確保が困難であり、利用性に課

題が残る。 

・集落からの海岸眺望の阻害（軽減が必要）に十分

配慮する必要がある。 

・原位置復旧のため、堤防用地の確保が最小限とな

る。 

 

生
態
系 

・前浜や地形に応じた生態系の復元の余地が少な

い。 

サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ 

・前浜等の空間が少なく、気候変動による海水面上

昇等への対応の余地が少ない。 

・前浜が短いため、波浪等による施設への外力が大

きい。 

コ
ス
ト 

・自然地形（山）を十分活用せず堤長が長くなるた

め、コスト高となる。 

・原位置復旧のため、新たな用地費等は発生しない

とともに、用地取得に係る調整が不要である。 

 

海岸林の消失 

冠水 

直線の人工的

な印象 

特徴的な岩

礁が消える 

自然地形（山）の特性

が活かされていない 

原位置復旧のため、

陸側の土地が最大

限活用可能である 

吹き出しの凡例 

：長所 

：短所 

：配慮事項 



 

 
A-6

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ａ地区：地形：リアス式海岸部／背後地：農地等／河口部：有（水門）  《具体的な景観配慮例》 Bパターン：引堤＋水門 

横断図 

約60m 

-10°

【参考】人間の俯角の中心領域は-10°前後と言われており、本ケースのように約 10m の高さから俯瞰

する場合には、約60m の前浜が形成されると自然な視野に前浜の景観が望めるようになる。 

三陸駅 

浦浜川 

① 

③ 

視点場位置図 

④ 

② 

平面図 

水門デザイン

への配慮 

④鳥瞰イメージパース 

②外部景観（陸側）のイメージパース 

 特徴・評価 

視
覚
的
景
観 

・自然地形（山）の特性が活かされた景観が形成さ

れる。 

・堤長の減少によって構造体の存在感、人工的な

印象の軽減が期待できる。 

・表面処理の工夫、覆土や植樹等により人工的な

印象、圧迫感の軽減が不可欠となる。 

 

地
域
性 

・自然地形を活かした海岸堤防の整備により、本

来の地形と違和感の少ない景観が形成される。 

・新たな眺望視点として天端の利活用が期待でき

るとともに、前浜の創出により海岸の利用性が向

上する。 

・集落からの海岸眺望の阻害（軽減が必要）に十

分配慮する必要がある。 

・引堤による整備のため、背後地の土地の確保が

必要となる。 

生
態
系 

・前浜や地形に応じた生態系の復元の余地が生

まれる。 

サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ 

・前浜等の幅広な自然空間によって、気候変動に

よる海水面上昇等への対応の余地が生まれる。

・十分な前浜により波浪等による施設への外力の

軽減が図られる。 

コ
ス
ト 

・堤長の減少によるコスト削減が図られる。 

・引堤による整備のため、用地費が必要となると

ともに、用地取得に係る調整に時間を要する可

能性がある。 

表面処理による人

工的な印象の軽減

エッジが強調さ

れる端部の収ま

りへの配慮 

引堤による整備の

ため、背後の土地の

確保が必要となる 

③外部景観（海側）のイメージパース 

自然空間の確保 
境界線のぼかしによる人

工的な印象の軽減が可能 

特徴的な岩礁

の保全 

前浜の眺望の確保 

湾曲な地形に呼応し

た曲線形状による人

工的な印象の緩和 

①内部景観（堤防天端）のイメージパース 

天端の視点場

としての活用

への配慮 

法尻部の覆土、背後地の嵩

上げや植樹等の整備による

人工的な印象の軽減、農地

景観との調和 

吹き出しの凡例 

：長所     ：短所     ：配慮事項 

自然地形を（山）を活か

した海岸堤防の形成 

【参考】陸側から見た水門 
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河川 

鉄道駅

農地 

宅地 

中心市街地 
農地 

農地

山地 

山地 

公園・グラウンド 

水門 

海岸林(松林)(消失) 

鉄道駅 

地形断面図（Ａ－Ａ’） 

 

 

 

 

B 地区：地形：リアス式海岸部／背後地：海岸林・海岸湖沼／河口部：有  《地区の概要》 

Ａ Ａ’

地形基盤と地域の成り立ち 

地区特性 景観特性 

・リアス式海岸では、三方を山で囲われた景観が特徴で、河口部における河川軸およ

び海岸部が唯一開かれた空間となる。 

・海岸沿いには、連続する海岸林（松林）と広い前浜があり、地域のシンボルとなる。

・低地には広がりある農地や川幅の広い河川河口域が見られ、海岸と合わせて開放的

な空間が形成されている。 

・昔から残る集落や寺社は海岸から離れた内陸部の山際もしくは一段小高い地形に形

成されている。 

・両端部の岬（山）は、海岸を俯瞰的に眺望する視点場となる。 

海岸林内にある

海岸堤防は、前浜

や背後地からは

視認されにくい 

中心市街地部か

ら海岸まで距離

がある 

比較的長い海岸の、ほぼ全域

を覆うように海岸堤防を整備 

臨海部は大規模に冠水（前浜

や松林、既存堤防が消失） 

比較的長いリアス式海岸

で、曲線的な海岸形状 

Ａ

’

Ａ 

農地や海岸湖沼、

幅広な河口は広が

りある景観を形成 

海岸堤防の景観検討範囲 

内陸部から見た海岸堤防の鉛直角が約１度以上とな

る範囲（海岸から約０．７ｋｍ） 

古くは河川河口部の堆積

砂州であったが、1600～

1700 年代に松林が植栽さ

れ、白砂青松の弓型海岸

が形成された。 

寺社は農地の背後の高

台や岬の上に立地して

いる。 

背後には古くから農

地が分布しており、

近年、海岸近くまで

新興住宅が立地する

ようになった。 

凡例 

 

 

 

 

 

 

 

役所 

神社・仏閣 

鉄道駅舎 

主要道路 

地形による景観特性 

被災による景観変化 

施設の景観特性 

寺社は海岸が見渡せる微高地
に立地し地域を守護 

前浜 

前浜 農地（水田等） 海岸林（松林） 丘陵地 山地 

地域のシンボル的空間 

低地に進出して形成され
た新たな集落地（市街地） 

開放的な空間 開放的な空間

海岸湖沼 

広がりのある低地（おぼれ谷地形）の空間構造 
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生態基盤 

被災前後の海岸線の変化 

B 地区：地形：リアス式海岸部／背後地：海岸林・海岸湖沼／河口部：有  《地区の概要》 

地図（大正2年） 

植生図 

 
被災前の海岸線 

被災後の海岸線 

昭和56年度 作成 凡例（抜粋） 

・大正時代の地図では、現在よりもやや曲線的な海岸線であり、河口部は入り組んだ形状であった。（浸食はされていない）

・海岸に近い住宅地は新たに形成されたものであり、かつてのこの地域一帯は、農地（田園）であったことが読み取れる。

・また、海岸の背後には海岸湖沼があり、多様な水辺環境を有する。 

・海岸の生態基盤は、前浜の背後に海浜植物が分布し、その背後の砂丘に密度の高い海岸林（クロマツ植林）が帯を成して

いた。既存の海岸堤防は海岸林内に設置されていた。内陸の低地には農地（水田や畑地）、丘陵地には果樹園が広く分布

している。 

・被災後、海岸部は大規模に冠水し、前浜や海岸林（松林）、既存堤防は消失している。 

地形・生態系特性 

被災後（平成23年３月） 

：被災前の海岸線 

地形分類図 

昭和54年度 発行 

凡例（抜粋） 

地形分類図 

不安定帯 半安定帯 
植生基盤 

密度の高いクロマツ植林 

（被災により消失） 
ハマヒルガオ・ハマナス・ハマエ

ンドウ等の海浜植物群落が分布 

植生帯の最前線 

中～粗粒砂 

砂丘 

被災前（平成22年３月） 

被災前の海岸堤防 

多様な水辺環境を有する海岸湖沼 
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河川 

水門

鉄道駅

B 地区：地形：リアス式海岸部／背後地：海岸林・海岸湖沼／河口部：有  《景観配慮のポイント》 

景観配慮のポイント 

陸側および海側からの外部景観で

海岸堤防が長区間に渡って露出す

ることへの配慮 

背後の中景域から

の景観に配慮 

背後のまちづくりと調和

した景観形成 

水門と海岸堤防の

一体感の確保 

原風景（松林、前浜、湖面）

の復元 

重要拠点（海浜公園）の景観形成 

利用性向上に配慮した海岸堤防

の表面処理、付帯施設の整備 

凡例 

 

 

神社・仏閣 

鉄道駅舎 

海岸湖沼の多様な水辺

環境の保全に配慮 
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海岸堤防【想定される平面面】 

海岸堤防【想定される標準断面】 

B 地区：地形：リアス式海岸部／背後地：海岸林・海岸湖沼／河口部：有  《検討条件と検討パターン》 

検討条件 （施設構造） 

水門 

海岸湖沼の保全 

海岸林（松林）の復元 

前浜の復元 

出典：震災復興計画素案（基本計画） 

・高さT.P.=約10m、堤防敷W=約50m、延長約2000m

の大規模な構造体を想定 

・天端は4mを想定 

・法面勾配は表1:1.5、裏1:2を想定 

・表裏法面はコンクリート構造 

まちづくり計画 

被災により消失した既存堤防 被災により海岸林（松林）は消失 

被災により冠水 被災により部分的に冠水 

※バック堤の可能性もあるが、

ここでは水門を想定 

天端 = 4m 

約50m 

約10m 

T.P.=約10m 
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Ｂ地区：地形：リアス式海岸部／背後地：海岸林・海岸湖沼／河口部：有  《具体的な景観配慮例》  

 

特徴・評価 

視
覚
的
景
観 

・眺望視点として天端の利活用が期待できるとと

もに、前浜や海岸林（松林）の整備により、原風

景の復元が期待できる。 

・表面処理の工夫、表裏法尻への覆土等により人

工的な印象、圧迫感の軽減が不可欠となる。 

・重要拠点（海浜公園）として、質の高い景観形成

に配慮する必要がある。 

地
域
性 

・地域の拠点として、地域住民や環境客の周遊路

等としての利活用が期待できる。 

・地域のシンボルとしてのトータルデザインが必

要となる。 

・堤防表裏法尻への覆土等を行うことで、周辺環

境との一体化が図られる。 

 

生
態
系 

・堤防を海岸林（松林）内に設置することで、前浜

や地形に応じた生態系（海岸ならではの植生

等）の復元の余地が生まれる。 

・堤防表裏法尻への覆土等を行うことで、植生等

の生育空間の拡大が期待できる。 

 

サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

・前浜等の幅広な自然空間によって、気候変動に

よる海水面上昇等への対応の余地が生まれる。

・十分な前浜等により、波浪等による施設への外

力の軽減が図られる。 

コ
ス
ト 

・重要拠点（海浜公園）として、質の高い表面処理

等を行った場合、コスト高になる可能性がある。

水門 

① 

② 

③ 

平面図 

横断図 

 

被災により冠水 被災により部分的に冠水

吹き出しの凡例 

：長所 

：短所 

：配慮事項 

天端の視点場として

の活用への配慮 
利用に配慮した付

帯施設の整備 

①内部景観（堤防天端）のイメージパース 

堤防表裏法尻への

覆土等による周辺

環境との一体化 

表面処理による人

工的印象の軽減 

②外部景観（海側）のイメージパース 

海岸林（松林）の復元※ 

前浜の創出（復元）※ 
※前浜の復元、海岸林（松林）の復元・維持に

ついては、別途技術的検討が必要である 

※海岸林（松林）整備についての事業制度や維

持管理については、地元と調整し、詳細な検

討を行う必要がある 

視点場位置図 

林内堤防整備による連続する海

岸堤防の人工的な印象の軽減 ③鳥瞰イメージパース 

堤防表裏法尻への覆土等に

よる周辺環境との一体化 

被災前に比べ海岸堤防の

高さが高くなり、敷幅も

大きくなることから、海

岸林（松林）の復元面積

の確保が難しい。また、

景観面でも人工的な印象

が強くなる 

原位置復旧のため、陸側の

土地が最大限活用可能 

堤防表裏法尻への覆土イメージ（横断図） 

堤防法尻への覆土等による

周辺環境との一体化 
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市街地（住宅地） 

鉄道駅

農地 

海岸林(松林)  

鉄道駅

C地区：地形：離水海岸部／道路・市街地等／河口部：無  《地区の概要》 

地区特性 

・沿岸道路が隣接し、その背後に市街地が近接しており、海岸堤防は近景の景観とな

る。海岸沿いの一部の区間に松林が連続している。山際には広く農地が分布してい

る。 

・やや離れた街区では、高層階の建物から海面が望めると想定される。 

・従来より、海岸堤防により海岸道路から砂浜は望めない。 

・前浜（2km程度）が、ほぼ直線的に連続する。 

景観特性 

海岸堤防の景観検討範囲 

背後の市街地おおよそ街区１ブロック

程度の範囲（海岸から約０．２ｋｍ） 

約1kmにクロマツ林が連続する 

沿岸道路が隣接し、そのすぐ背後に

市街地が形成されているため、海岸

堤防は日常的な近景域の景観となる 

既存堤防および沿岸道路が破壊 

（一部残存） 

高密度の住宅地に接して

海岸堤防が位置する区間 

海岸堤防はほぼ直線形

前浜が連続している 
Ａ’ 

Ａ 

被災前の堤防の状況 凡例 

 

 

 

 

 

 

 

役所 

神社・仏閣 

鉄道駅舎 

主要道路 

地形による景観特性 

被災による景観変化 

施設の景観特性 

地形断面図（Ａ－Ａ’） 

 

 

 

 

Ａ Ａ’ 

地形基盤と地域の成り立ち 

前浜 道路・市街地 

（一部海岸林）
開放的な空間 

低地に進出して形成され
た新たな集落（市街地） 

・比較的幅の狭い前浜

が連続する。 

・海岸の背後地は市街地となって

おり、一部に海岸林が残る。 

市街地の空間構造 
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C地区：地形：離水海岸部／道路・市街地等／河口部：無  《地区の概要》 

(C)Google Earth 

植生図 地図（大正2年） 

平成12年度 作成 

（抜粋）

地形・生態特性 

被災後(平成23年4月) 

被災前後の海岸線の変化  
被災前の海岸線 

被災後の海岸線 

(C)Google Earth 

被災前(平成22年6月)  

・現在の市街地は、かつては海岸林（松林）であり、背後地の街道の周囲は農地が分布していた。 

・かつての海岸林（松林）は土地開発により消失された。 

生態基盤 

不安定帯 
半安定帯 

植生基盤 

海浜植物群落は少ない

植生帯の最前線 

粗粒砂 
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C地区：地形：離水海岸部／道路・市街地等／河口部：無  《景観配慮のポイント》 

市街地に接して海岸堤防が位置

するため圧迫感の軽減に配慮 

近景に海岸堤防を望み、日常的な利

用が想定されるため、利用性や景観

（ディテール）に配慮する 

利用および法線方向の分節化

に配慮した階段の設置等 

景観配慮のポイント 

前浜からの圧迫感の軽減に配慮 

海岸堤防と道路の一体整備に

よる利用性の向上、道路から海

を望む眺望の確保 
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海岸堤防【想定される標準断面】 

C地区：地形：離水海岸部／道路・市街地等／河口部：無  《検討条件と検討パターン》 

・海岸堤防は対象地区の前後区間で残存 

・高さ T.P.=約 7.2m、堤防敷 W=約 30m、延長約 1000m

の大規模な構造体を想定 

・天端は4mを想定。Bパターンは8mを想定。 

・法面勾配は表裏ともに1:2を想定 

・表裏法面はコンクリート構造 

検討条件 （施設構造） 

◆A パターン：原位置復旧 ◆B パターン：堤防と道路の一体整備 

天端 = 4m 

約３0ｍ 
約34ｍ 

天端 = 約8m 

出典：都市基盤復興基本計画図（案） 

まちづくり計画 

検討対象パターン 

◆A パターン：原位置復旧 

◆B パターン：堤防と道路の一体整備 

市街地・海岸林 

市街地・海岸林 

前浜 

前浜 

：道路の線形 

：道路の線形 

海岸堤防と道路の一体整備による利用性の向上、

道路から海を望む眺望の確保 

道路位置

道路位置 

T.P.= 約7.2m T.P.= 約7.2m 

※道路高については、堤防法尻で整備した

場合を想定して検討している 

※道路高については、堤防法尻で整備した

場合を想定して検討している 
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天端の視点場とし

ての活用への配慮 

表面処理等による人

工的印象の軽減 

利用および法線方向の分節化

に配慮した階段の設置等 

前浜の嵩上げによる

見えの高さの低減 

視点場位置図 

① 
② 

③ 

C地区：地形：離水海岸部／道路・市街地等／河口部：無  《具体的な景観配慮例》 Aパターン：原位置復旧 

 特徴・評価 

視
覚
的
景
観 

・道路（ドライバー）から海が望めない。 

・市街地に接して海岸堤防が位置するため圧迫感

の軽減に配慮する必要がある 

・長く直線的な構造物となるため、分節化等の配慮

が必要となる 

地
域
性 

・市街地に隣接し、利用者が多いため、利便性や地

域になじんだ景観形成に配慮する必要がある。 

 

生
態
系 

・被災前に比べ海岸堤防の高さ、敷幅が増加し、前

浜の面積が減少することから、生態系（海岸ならで

はの植生等）への配慮が求められる。 

サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ 

・前浜の空間が少なく、気候変動による海水面上昇

等への対応の余地が少ない。 

・前浜が短いため、波浪等による施設への外力が大

きい。 

・堤防裏法尻の背後に道路があることで、越流した

津波の洗掘防止対策としての効果が期待できる。 

コ
ス
ト 

 

平面図 

道路位置横断図 

①内部景観（堤防天端）のイメージパース ②外部景観（海側）のイメージパース 

表面処理等による人

工的印象の軽減 

③外部景観（内陸側）のイメージパース 

利用に配慮した

施設配置 

道路（ドライバー）

から海が望めない 

吹き出しの凡例 

：長所 

：短所 

：配慮事項 

※道路高については、堤防法尻で整備した

場合を想定して検討している 
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 C地区：地形：離水海岸部／道路・市街地等／河口部：無  《具体的な景観配慮例》 Bパターン：天端道路の整備 

 特徴・評価 

視
覚
的
景
観 

・道路（ドライバー）から海が望める。 

・市街地に接して海岸堤防が位置するため圧迫感の

軽減に配慮する必要がある 

・長く直線的な構造物となるため、分節化等の配慮が

必要となる 

地
域
性 

・市街地に隣接し、利用者が多いため、利便性や地域

になじんだ景観形成に配慮する必要がある。 

 

生
態
系 

・被災前に比べ海岸堤防の高さ、敷幅が増加し、前浜

の面積が減少することから、生態系（海岸ならではの

植生等）への配慮が求められる。 

サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ 

・前浜の空間が少なく、気候変動による海水面上昇等

への対応の余地が少ない。 

・前浜が短いため、波浪等による施設への外力が大

きい。 

・海岸堤防の拡幅により、越波等への強度が増すこと

が期待できる。 

 

コ
ス
ト 

・海岸堤防の拡幅により、コストが増加するとともに、

道路管理者との調整が必要となる。 

平面図 視点場位置図 

① 
② 

③ 

①内部景観（堤防天端）のイメージパース ②外部景観（海側）のイメージパース 

③外部景観（内陸側）のイメージパース 

吹き出しの凡例 

：長所 

：短所 

：配慮事項 

天端の視点場とし

ての活用への配慮 

表面処理等による人

工的印象の軽減 

利用および法線方向の分節

化に配慮した階段の設置等 

前浜の嵩上げによる

見えの高さの低減 

表面処理等による

人工的印象の軽減 

利用に配慮した施

設配置・デザイン 

道路（ドライバー）

から海が望める 

 道路位置横断図 
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地形断面図（Ａ－Ａ’） 

 

 

 

 

D 地区：地形：離水海岸部／背後地：海岸林／河口部：無  《地区の概要》 

河川 

Ａ 

地形基盤と地域の成り立ち 

地区特性図 景観特性 

海岸堤防の景観検討範囲 

内陸部から見た海岸堤防の鉛直角が約１度以上

となる範囲（海岸から約0.7ｋｍ） 

直線に長く続く構造物により、

単一的な景観になる 

内陸側からの視点は、中景域で海

岸林（松林）や堤防を望む 

連続する海岸林（松林）の多く

が消失 

海岸部は、前浜と海岸林（松

林）が直線的に続く離水海岸

特有の景観軸 

背後は農地や川幅の広い河口

の開放的な景観を形成 

・内陸の平野部では、起伏がなく広がりのある景観が形成される。海岸部は、前浜と海岸林（松林）が直線的

に続く海岸特有の景観軸、その背後は農地や川幅の広い河口等の開放的な景観が形成されている。 

・連続する海岸林（松林）の多くが津波により消失した。 

消失

Ａ’ 
Ａ 

被災前の堤防の状況 

凡例 

 

 

 

 

 

 

 

役所 

神社・仏閣 

鉄道駅舎 

主要道路 

地形による景観特性 

被災による景観変化 

施設の景観特性 

農地 海岸林（松林） 前浜 

Ａ’

堀 海岸林(海岸林) 

道路 

・農地などの開放的な景観が広が

る。 

・明治以降、低地に宅地等が増加

したものの大きな変化はない。

・厚みのある海岸林（松林）が

連続している。 

・前浜側の海岸林（松林）が津

波により消失した。 

・開放的な海岸空間が直線

的に連続している。 

・比較的勾配の緩い砂浜で

ある。 
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D 地区：地形：離水海岸部／背後地：海岸林／河口部：無  《地区の概要》 

地図（明治40年） 

植生図 

平成14年度 作成 

（抜粋）

・かつての海岸線と現在とを比較すると、大きな変化はみられないが、海岸線は浸食傾向にある。 

・長大な砂浜と海岸林（松林）が帯状に続く。 

・海浜は砂の移動、潮風等により「自然裸地」となり、陸地側に向かって「海浜植物群落」、「海岸林（松林）」等の植生基盤が形成さ

れている。 

・一帯では、砂浜海岸特有の生態系が見られる。 

地形・生態系特性 

生態基盤 

海岸林（松林） 
海浜植物群落 海浜（自然裸地） 

道路 

被災前後の海岸線の変化

 
被災前の海岸線 

被災後の海岸線 

堀 農地 

被災後 被災前 

不安定帯 半安定帯 

被災前の海岸堤防
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D 地区：地形：離水海岸部／背後地：海岸林／河口部：無  《景観配慮のポイント》 

長大な構造物が直線的に連

続することによる人工的な印

象の軽減 

原風景（海岸林）の復元とそ

の一体感への配慮 

景観配慮のポイント 

海岸への視覚的アクセス性

の確保（景観誘導の工夫） 

前浜における堤防の圧迫感の軽

減に配慮 

背後の中景域から

の景観に配慮 

視覚的アクセス性に配慮した事例 

※引堤の検討については、同様の条件を有する「Ｅ地区」において行うものとし、 

Ｄ地区では扱わない。 

凡例 

 

 

神社・仏閣 

渡り鳥の中継地や採餌場所として

重要な砂浜の保全に配慮 
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海岸堤防【想定する平面図】 

海岸堤防【想定する標準断面】 

D 地区：地形：離水海岸部／背後地：海岸林／河口部：無  《検討条件とコンクリート検討パターン》 

前 浜 

海岸林（松林） 

・高さT.P.＝約7.2m、幅約30mの大規模な構造物を想定 

・法面勾配は表裏ともに１：２を想定 

・堤内地側法尻に洗掘防止対策工を想定 

・表裏法面はコンクリート構造 

検討条件 （施設構造） 

出典：震災復興計画グランドデザイン概要版 

まちづくり計画 

検討対象パターン 

海岸林（松林） 

海浜植物群落 

海浜（自然裸地） 道路 

約30m 

洗掘防止対策工 

（コンクリート） 
前 浜  

被災した既存堤防 

※本検討の対象地区は「丘をつくる計画」の対象範囲外である。 

T.P.= 約7.2m 



 

 D-5

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

D 地区：地形：離水海岸部／背後地：海岸林／河口部：無  《具体的な景観配慮例》 

①内部景観（堤防天端）のイメージパース 

④鳥瞰イメージパース 

②外部景観（海側）のイメージパース 

③外部景観（陸側）のイメージパース 

表面処理等によ

る人工的印象、

圧迫感の軽減 

階段等を活用した直線的、連

続的な施設の分節化 

① 

② 

 特 徴・評 価 

視
覚
的
景
観 

・海岸に沿って直線的に連続する構造体

が、人工的な存在感を与える。 

・階段などを活用した分節化による景観

への配慮が必要となる。 

・変化点の追加、表面処理の工夫等によ

り人工的な印象、圧迫感の軽減等の配

慮が必要となる。 

地
域
性 

・連続する雄大な砂浜景観を眺めること

のできる新たな眺望視点として、天端の

利活用への配慮が必要となる。 

・背後地からのアクセスへの配慮により、

海岸林（海岸林）を抜けて海岸へとアプ

ローチするドラマチックな景観が形成さ

れる。 

生
態
系 

・渡り鳥等の採餌場としての前浜の保全

等への配慮が必要とされる。 

サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ 

・前浜等の空間が少なく、気候変動による

海面上昇への対応の余地が少ない。 

・前浜に海岸堤防が接するため、波浪等

による施設への外力が大きい。 

コ
ス
ト 

・アプローチ整備によるコスト増加の可能

性がある。 

・表面処理の工夫等によるコスト増加の

可能性がある。 

・付帯施設配置等によるコスト増加の可能

性がある。 

 

視点場位置図 平面図 横断図 

前 浜 

松 林 

③ 

④ 

約30m 

洗掘防止対策工 

（コンクリート） 
前 浜  

地域の財産でもある海岸林（松林）か

ら海岸へのアプローチ演出の工夫 

天端舗装の工夫 

法肩処理の工夫 

直線的、連続的な景観にア

クセントを加える工夫 

消失した帯状に連続す

る海岸林の復元 

吹き出しの凡例 

：長所 

：短所 

：配慮事項 

直線の人工的な印象 

構造物の圧迫感、

人工的な印象 
雄大な眺望景観

を望む視点 

※海岸林（松林）整備についての事業制度や維持管理については、地元と調整し詳細な検討を行う必要がある 
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地形断面図（Ａ－Ａ’） 

 

 

 

 

E 地区：地形：離水海岸部／背後地：海岸林／河口部：有（水門）  《地区の概要》 

河川 

鉄道駅 

1：20,000 

地形基盤と地域の成り立ち 

景観特性 

・内陸の平野部では、起伏がなく広がりのある景観が形成される。海岸部は、前浜と海岸林（松林）が直線

的に続く海岸特有の景観軸、その背後は農地や河川の開放的な景観が形成されている。 

・被災により大きく浸食され、海岸林（松林）がほぼ消失した。そのため、堤内地側から海岸堤防が露出し

ている。 

 

Ａ’ 
Ａ 

残存した水門の状況 

海岸堤防の景観検討範囲 

内陸部から見た海岸堤防の鉛直角が約１度以上

となる範囲（海岸から約0.7ｋｍ） 

直線に長く続く構造物により、単

一的な景観になる 

連続する松林が消失し、堤内地側

から海岸堤防が露出 

海岸部は、前浜と海岸林（松林）

が直線的に続く離水海岸特有

の景観軸 

背後は農地の開放的な

景観を形成 

河口部に水門が残存 

地区特性図 

Ａ 

冠水

消失

Ａ’ 

凡例 

 

 

 

 

 

 

 

役所 

神社・仏閣 

鉄道駅舎 

主要道路 

地形による景観特性 

被災による景観変化 

施設の景観特性 

農地

湖沼・干潟 

海岸林（松林） 前浜 

・農地などの開放的な景観が広がる。

・明治以降、低地に宅地等が増加し

たものの大きな変化はない。 

・厚みのある海岸林（松林）が

連続している。 

・前浜側の海岸林（松林）が津

波により消失した。 

・開放的な海岸空間が直線的に

連続している。 

・比較的勾配の緩い砂浜が被災

により大きく浸食された。 海岸林(松林) 
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E 地区：地形：離水海岸部／背後地：海岸林／河口部：有（水門）  《地区の概要》 

地図（明治41年） 

・かつての海岸線と現在とを比較すると、海岸線は浸食傾向にある。被災後、内陸部に大きく浸食され、大きく地形が変化した。 

・長大な砂浜と海岸林（松林）が帯状に続く自然性の高い海岸である。また、小河川の河口部や低湿地、潟湖など多様な水辺が存在す

る。 

・海浜は砂の移動、潮風等により「自然裸地」となり、陸地側に向かって「海浜植物群落」、「海岸林（松林）」が形成されている。 

・一帯では、砂浜海岸特有の生態系が見られる。 

地形・生態系特性 

植生図 

平成14年度 作成 

（抜粋）

生態基盤 
海岸林（松林） 海浜植物群落 

海浜（自然裸地） 

湖沼・干潟 

被災前後の海岸線の変化

 
被災前の海岸線 

被災後の海岸線 

農地 

防潮水門 

防潮水門 

被災前 被災後 

被災前の海岸堤防

不安定帯 半安定帯 
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河川 

鉄道駅

E 地区：地形：離水海岸部／背後地：海岸林／河口部：有（水門）  《景観配慮のポイント》 

約1：12,500 

原風景（海岸林）の復元とそ

の一体感への配慮 

前浜からみた構造物の圧迫感の軽減に配慮 

背後の中景域から

の景観に配慮 

水門と海岸堤防の一体感的

なデザイン 

水門の存在感の活用（単調

な景観のアクセント、アイス

トップ） 

景観配慮のポイント 

渡り鳥の中継地や採餌場所として

重要な砂浜の保全に配慮 

低湿地や潟湖など多様な水辺

環境の保全に配慮 

※Ｄ地区で検討したアクセス性の確保等の景観配慮の内容については、同様であるので

Ｅ地区では扱わない。 
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E 地区：地形：離水海岸部／背後地：海岸林／河口部：有（水門）  《検討条件と検討パターン》 

海岸堤防【想定する標準断面】 

・高さT.P.＝約7.2m、幅約30mの大規模な構造物を想定 

・法面勾配は表裏ともに１：２を想定 

・堤内地側法尻に洗掘防止対策工を想定 

・表裏法面はコンクリート構造 

検討条件 （施設構造） 

◆A パターン：原位置で復旧 

◆B パターン：海岸堤防を引堤し、林内堤防とする 

海岸林内に堤防を設置することにより、人工

構造物による人工的な印象、圧迫感を回避 

まちづくり計画 

出典：復興まちづくりイメージ 

海岸林（松林） 

海岸林（松林） 

海浜植物群落 

海浜植物群落 

海浜（自然裸地） 

海浜（自然裸地） 

湖沼・干潟 

湖沼・干潟 

被災した既存堤防 

引堤 

被災した既存堤防 

約30m 

洗掘防止対策工 

（コンクリート）
前 浜  

T.P.= 約7.2m 
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E 地区：地形：離水海岸部／背後地：海岸林／河口部：有（水門）  《具体的な景観配慮方法》 Aパターン：原位置復旧 

平面図 横断図  特徴・評価 

視
覚
的
景
観 

・海岸に沿って直線的に連続する構造体が、人工的

な存在感を与える。 

・変化点の追加、表面処理の工夫等により人工的な

印象、圧迫感の軽減等の配慮が必要となる。 

地
域
性 

・連続する砂浜と海岸線の背後にある海岸林（松林）

と点在する干潟や湿地との一体的景観に対して、

海岸堤防が分断要素となる。 

・連続する雄大な砂浜景観を眺めることのできる新

たな眺望視点として、天端の利活用への配慮が必

要となる。 

生
態
系 

・砂浜、海浜植物群落、海岸林（松林）や点在する干

潟や湿地が一体となった生態系基盤に対する海岸

堤防の影響を低減させる工夫が必要となる。 

・渡り鳥の採餌場としての前浜の保全等への配慮が

必要とされる。 

 

サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ 

・前浜等の空間が少なく、気候変動による海水面上

昇等への対応の余地が少ない。 

・前浜に海岸堤防が接するため、波浪等による施設

への外力が大きい。 

コ
ス
ト 

・原位置復旧のため、新たな用地費等は発生しない

とともに、用地取得に係る調整が不要になる。 

①内部景観（堤防天端）のイメージパース ②外部景観（海側）のイメージパース 

海岸林（松林） 

被災した既存堤防 

③鳥瞰イメージパース 

① 

③ 

視点場位置図 

② 

表面処理等によ

る人工的印象、

圧迫感の軽減 

階段等を活用した直線的、連

続的な施設の分節化 

天端舗装の工夫 法肩処理の工夫 

直線的、連続的な景観にア

クセントを加える工夫 

構造物の圧迫感、

人工的な印象 
雄大な眺望景観

を望む視点 

消失した帯状に連続す

る海岸林の復元 

水門と海岸堤防のすり付け、

一体感的なデザイン 

吹き出しの凡例 

：長所 

：短所 

：配慮事項 

※海岸林（松林）整備についての事業制

度や維持管理については、地元と調整

し詳細な検討を行う必要がある 
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E 地区：地形：離水海岸部／背後地：海岸林／河口部：有（水門）  《具体的な景観配慮方法》 Bパターン：引堤 

平面図 横断図 
海岸林（松林） 

被災した既存堤防 

海岸堤堤防を引堤し、林内に堤防を

設置することにより、前浜からの人

工的な印象、圧迫感の軽減に配慮す

ることができる。 

①内部景観（堤防天端）のイメージパース ②外部景観（海側）のイメージパース 

③鳥瞰イメージパース 

① 

③ 

視点場位置図 

② 

 特徴・評価 

視
覚
的
景
観 

・海岸に沿って直線的に連続する構造体が、人工的

な存在感を与える恐れがあるため、被災による地盤

の浸食も考慮して引堤を行うことにより、海岸林（松

林）の中に海岸堤防を設置し、視覚的な影響を回避

している。 

地
域
性 

・連続する砂浜と海岸線の背後にある海岸林（松林）

と点在する干潟や湿地との一体的景観に対して、海

岸堤防が分断要素となりにくい。 

 

生
態
系 

・砂浜、海浜植物群落、海岸林（松林）や点在する干

潟や湿地が一体となった生態系基盤に対する海岸

堤防の影響は軽減される。 

 

サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ 

・前浜等の幅広な自然空間によって、気候変動による

海水面上昇等への対応の余地が生まれる。 

・十分な前浜により波浪等による施設への外力の軽

減が図られる。 

コ
ス
ト 

・引堤により、部分的に民地等の用地がかかることが

想定され、用地費が必要となるとともに、用地取得

に係る調整に時間を要する可能性がある。 

天端舗装の工夫 法肩処理の工夫 

消失した帯状に連続す

る海岸林の復元 

水門と海岸堤防のすり付け、

一体感的なデザイン 

堤防を海岸林内に設置する

ことによる構造物の圧迫

感、人工的な印象の回避 

吹き出しの凡例 

：長所 

：短所 

：配慮事項 

※海岸林（松林）の復元・維持については、松

が生育可能な環境（地下水位・塩分濃度等）

かどうか、外力に対して海岸林が維持可能か

どうか等、別途技術的検討が必要である 

※海岸林（松林）整備についての事業制度や維

持管理については、地元と調整し詳細な検討

を行う必要がある 
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E 地区：地形：離水海岸部／背後地：海岸林／河口部：有（水門）  《参考》 海岸堤防と水門のすり付け部における景観配慮方法 

◆A パターン：原位置で復旧 ◆B パターン：海岸堤防を引堤し、林内堤防とする 
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F 地区：地形：離水海岸部（砂嘴）／背後地：潟湖／河口部：無  《地区の概要》 

地形断面図（Ａ－Ａ’） 

 

 

 

 

地形基盤と地域の成り立ち 

景観特性 

Ａ’ Ａ 

被災前の堤防の状況 

海岸堤防の景観検討範囲 

砂嘴上の近景域の範囲（海岸から約0.2ｋｍ） 

地区特性図 

一部区間で冠水により

前浜が消失 

周囲が水域の開放感

のある空間 

砂嘴特有の直線的に

続く幅の広い前浜 

背後地や小島に海岸林

（クロマツ）が連続する 

既存堤防は部分的に破壊

されたもののほぼ残存 

直線的に続く堤防軸方向の

景観および近景で望む視点

からの景観 

・砂嘴は、周囲が水域の開放感のある空間であり、直線的に続く幅広な前浜が特有の景観を形成する。 

・海岸堤防は内陸からはほとんど視認できないため、砂嘴上から直線的に続く堤防軸方向の景観と、それら

を近景で望む視点が重要となる。 

・直線に長く続く構造物の出現により、単調な景観となる。 

・観光コースとして利用性が高く地域のシンボルとなる空間であり、砂嘴という地形を活かした広がりのあ

る景観を視覚的に活用することが望まれる。 

凡例 

 

 

 

 

 

 

 

役所 

神社・仏閣 

鉄道駅舎 

主要道路 

地形による景観特性 

被災による景観変化 

施設の景観特性 

海岸林（松林）  潟湖 

道路 

海側 潟湖 海側 

海側 
海岸林 

堤防 

堤防 

前浜 

前浜 

海岸林(クロマツ)

・砂嘴特有の直線的に続く前

浜がある。前浜は、比較的

緩い勾配である。 

A A’ 

・背後地には広がり

のある潟湖の水辺

景観を望む。 

・潟湖側や小島に海

岸林（松林）が連

続する。 

前 浜 
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F 地区：地形：離水海岸部（砂嘴）／背後地：潟湖／河口部：無  《地区の概要》 

地図（明治41年） 

植生図 

平成14年度 作成 

（抜粋）

・明治時代の地図は現在よりも地形が複雑で、曲線的な地形が形成されていた。また、岬と砂嘴は陸続きになっていなかった。 

・海岸付近に見られる植生は、主にクロマツ林であり、部分的にススキ群落が分布している。 

・被災後、一部の区間で冠水し、砂浜や既存の海岸堤防が消失している。 

地形・生態系特性 

生態基盤 
海岸林（松林） 

潟湖 

被災前後の海岸線の変化

 
被災前の海岸線 

被災後の海岸線 

被災後 

被災前 

不安定帯 半安定帯 

堤防消失 

海浜植物群落 

被災により既存の海岸堤防や海岸林

（松林）は一部の区間で消失 
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F 地区：地形：離水海岸部（砂嘴）／背後地：潟湖／河口部：無  《景観配慮のポイント》 

約1：8,300 

景観配慮のポイント 

海岸堤防と道路の一体整備による利用性の向上、道路か

ら海を望む眺望の確保 （海～潟湖の 360 度景観） 

前浜から見た海岸堤防の人工的

な印象、圧迫感の軽減に配慮 

単調な直線景観の軽減 

観光地としての質の高い付帯施設整備と利用性の向上、

景観（ディテール）への配慮 

重要拠点（観光コース）の景観形成 

凡例 

 神社・仏閣 
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海岸堤防【想定する標準断面】 

F 地区：地形：離水海岸部（砂嘴）／背後地：潟湖／河口部：無  《検討条件と検討パターン》 

検討条件 （施設構造） 

まちづくり計画 

出典： 土地利用計画（案） 

天端および法面利用イメージ 

・被災前の標準断面を踏襲 

・高さT.P.=約6m、堤防敷W=約30mの大規模な構造体を想定 

・天端は約12mを想定 

・法面勾配は表1:2、裏1.1.5を想定 

・表裏法面はコンクリート構造 

海岸堤防【想定する平面面】 

潟 湖 
現況と同様に、堤防と道路の一体整備 

前 浜 

約30m 

約12m 

T.P. 約6m 
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③鳥瞰イメージパース 

 

潟 湖 

前 浜 

F 地区：地形：離水海岸部（砂嘴）／背後地：潟湖／河口部：無  《具体的な景観配慮例》 

海岸と潟湖を望む雄大な

眺望景観を活かした施設

整備への配慮 

 特徴・評価 

視
覚
的
景
観 

・道路（ドライバー）から砂嘴の特徴的なパノラマ景

観を望める。 

・直線的に連続する構造体が人工的な存在感を与

えるため、表面処理の工夫等による人工的な印

象、圧迫感の軽減等の配慮が必要となる。 

地
域
性 

・観光コースとしてのトータルデザインに配慮すると

ともに、利用性向上に配慮する必要がある。 

 

生
態
系 

・消失した前浜や海岸林（松林）の復元により、従来

の生態系の復元を図る必要がある。 

サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ 

 

コ
ス
ト 

・重要拠点（観光コース）として、質の高い表面処理

等を行った場合、コスト高になる可能性がある。 

① 

視点場位置図 平面図 

横断図 

①内部景観（堤防天端）のイメージパース ②内部景観（前浜）のイメージパース 

② 

③ 

吹き出しの凡例 

：長所 

：短所 

：配慮事項 

天端の視点場とし

ての活用への配慮 

表面処理等による人

工的印象の軽減 

利用および法線方向の分節化

に配慮した階段の設置等 

前浜の嵩上げによる

見えの高さの低減 

利用に配慮した

施設配置 

道路（ドライバー）

から海が望める 

構造物の圧迫感、

人工的な印象 


